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投信調査レポート 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項｣ 

および「本資料中で使用している指数について」を必ずご覧ください。 

 
 
 
 
 
●日本株ファンド流出の中、石破茂新首相の「新しい資本主義」加速に期待 
 
日本の投信全体の純設定/資金フロー(推計)は2024年9月25日(水)までの1週間に+5063億円と17週連続の純流入 

(日本の投信全体…ETFを含むがMMFを含まない～Morningstar Directより)。 うち、公募投信(除くETF)は+1911億円と前週(+2230億円)を

下回るものの39週連続純流入(新NISAが始まった2024年1月来純流入)。 ETFも+3152億円と前週(+2233億円)を上回り5週連続

純流入。  

 

          

 

公募投信(除くETF)の最新9月25日週の純設定額+1911億円について分類別に見る。 純流入1～5位はグローバル

株、北米株、日本債-中長期、モデレート･アグレッシブ･アセットアロケーション、グローバル債-日本を除く。  日

本株大型グロースが最下位で、3週ぶり純流出となっている。 日本株大型グロースだが、個別でみると日経225連

動インデックスファンドによるところが大きい。 

 

2024年9月30日 

三菱UFJアセットマネジメント株式会社  商品マーケティング企画部 松尾健治( kenji-matsuo@am.mufg.jp ) 

                                                    窪田真美( mami1-kubota@am.mufg.jp ) 

投信調査レポート(No.424) 

日米で日本株ファンドが流出となる中、石破茂新首相

の「新しい資本主義」加速に期待 

 日本株ファンド流出の中、石破茂新首相の「新しい資本主義」加速に期待.....................................................................p.1 

 米国は日本株が4週連続純流出! ......................................................................................................................................................p.4 

日米投信概況 
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上記は週次だが、下記は投信(除くETF)の日次純設定を投資対象別に見たもの。 8月7日中心に大きな純流出とな

った米国株やグローバル株は以前の様に純流入傾向となっている。 一方、日本版(令和の)ブラックマンデーでも純

流入を維持した日本株は、9月20日以降、純流出傾向である。 9月20日に-113億円、9月24日-108億円、9月25

日-22億円、9月26日は+7億円と純流入も、最新9月27日は-189億円と7月5日来の大きな純流出となっている(2024年9

月2日付投信調査レポートNo.422「日本で日本版(令和の)ブラックマンデーが何も無かった様に投信純流入！米国ではNYダウが最高値更新となる中、日本株に5週ぶり純流入！」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_240902.pdf )。 
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日経平均は2024年8月5日に31,458.42円という

2023年10月31日以来安値(2024年7月11日の過去最高値

42,224.02円から-25.50％下)を付けてから反発傾向にあ

り、2024年9月27日(石破茂氏の自民党総裁決定前)には

39,829.56円と2024年7月19日以来高値(2024年8月5日

に付けた31,458.42円から+26.61％上)まで付けている(2024年9

月30日の前場は前営業日比-1,929.86円/-4.85％の37,899.70円)。 

日本株ファンドが9月20日以降、純流出傾向となっ

て、9月27日に-189億円と7月5日来の大きな純流

出となっているのは自民党総裁決定前の利食いで

あろう(2024年9月17日付日本版ISAの道 その409「日米英の新首相･大統領と金融所得課税(キャピタル

ゲイン税)～NISAやスタートアップなど新しい資本主義継承者は？ 米英仏の課税強化は富裕層だけ、大衆は軽

減･非課税！英国は新ISA“ブリティッシュ･アイサ”廃案で年金に期待!!～」～ 

https://www.am.mufg.jp/report/investigate/column_240917.pdf )。 

 

2024年9月27日投開票の自民党総裁選挙は1回目

の投票で高市早苗氏181票、石破茂氏151票とな

り、日銀の利上げ方針に反対する高市氏(総裁選期間

中に「金利を今、上げるのはあほ」と発言)が新総裁つまり首相となる可能性が高まり、円安･株高が進んだ(“高市トレード”)。 石破

氏は総裁選期間中、金融政策運営は「日銀の独立性を尊重」としつつ「経済や国民生活に支障が生じない範囲、

ペースで正常化されることを期待する」などと発言していた。 

 

日経平均が39,829.56円と2024年7月19日以来高値で引けた後の日本時間午後3時20分頃に決選投票結果が発

表されて、高市氏194票、石破氏215票と石破氏の逆転勝利となり、“高市トレード”のアンワインド(巻き戻し)が起こ

り、円は対米ドルで約3円急騰し1米ドル=143台まで円高が進み、日経平均先物12月物は夜間取引で前日比-

2,000円前後の37,700円まで急落した。 石破氏が金融所得課税強化に意欲を示した事がまた言われていた(2024年9月

17日付日本版ISAの道 その409「日米英の新首相･大統領と金融所得課税(キャピタルゲイン税)～NISAやスタートアップなど新しい資本主義継承者は？ 米英仏の課税強化は富裕層だけ、大衆は軽減･非課税！英国は新ISA“ブリティッシュ･アイサ”廃

案で年金に期待!!～」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/column_240917.pdf )。 

 

ただ、2024年9月27日日本時間午後6時からの記者会見で石破氏

は「デフレからの脱却を確実にしていかなければならない。物価上

昇を上回る賃金上昇を実現するために、新しい資本主義にさらに加

速度をつける。」と言った。 2024年9月27日のテレビ東京「WBS/ワ

ールドビジネスサテライト」では経済対策などについて「必要であれ

ば財政出動する。 当然のことだ。」と言い、金融所得課税強化につ

いて「NISAに代表される貯蓄から投資への流れは加速しなければ

ならない。 税制は公平公正であらねばならない。 税制調査会で

議論になるので総理が決めつけることはしない。」とも言っている。 

「石破氏は総裁選前々日の25日になって経済政策を追加発表し、

岸田政権の施策を継続すると訴えた。 これに旧岸田派の松山政司

参院幹事長が呼応し決選投票で石破氏に投票するよう旧岸田派議

員に呼びかけた。」とも言う(2024年9月28非付日本経済新聞「石破氏、議員票呼び逆転 派閥の力学なお影響 流れ

をつくった岸田・菅氏 石破氏、議員票呼び逆転」～ https://www.nikkei.com/article/DGKKZO83755590Y4A920C2EA2000/ )。 石破茂新首相の「新しい資本主義」加速に期待が高まる。 
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●米国は日本株が4週連続純流出! 
 

米投信全体の純設定/資金フロー(推計)は2024年9月25日までの1週間に+175億㌦/約2.5兆円と6週連続純流入(米

投信…ETFを含むがMMFを含まない～Morningstar Directより)。 うち、米投信(除くETF)/ミューチュアルファンドは-41億㌦/約5855

億円と14週連続の純流出。 一方、ETFは+216億㌦/約3.1兆円と23週連続の純流入となった(継続的なミューチュアルファンドの純流出と

ETFの純流入にはミューチュアルファンドからETFへのコンバージョン/転換も寄与…2023年11月27日付日本版ISAの道 その391「アクティブ運用型ETFが米国を中心に世界で急増！」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/column_231127.pdf )。 

 

NYダウは2024年9月27日に42,313.00米㌦と最高値を更新。 2024年8月5日の直近安値(38,703.27米㌦～7月17日の直近

高値41,198.08米㌦から-6.1％下)から+9.3％上。 S&P500は2024年9月26日に5,745.37 と最高値を更新。 8月5日につけ

た直近安値(5,186.33～7月16日の最高値5,667.20から-8.5％下)から+10.3％上。 
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成) *ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している。

日本の投資信託に使われることの多いベンチマークの推移1年間

（1年前を10000としている、円換算、日次データ）

2023年9月27日～2024年9月27日

日本株式

外国(先進国)株式
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その中、2024年9月25日週の投信全体(含むETF、除くMMF)純設定額を分類別に見る。 米国株は+22億㌦と2週連続

の純流入。 セクター株は-3億㌦と5週連続の純流出、外国株は+38億㌦と2週ぶりの純流入。 債券は+102億㌦

と17週連続の純流入。 オルタナティブは+4億㌦と3週連続の純流入、コモディティは+6億㌦と6週連続の純流入。 

 

投資対象をより細かく分類別に見る。 純流入1～3位は、米国大型ブレンド株(S&P500連動など)、米国超短期債、米国

中長期コア債。 

 

   

米国の 投信全体の純設定と米ドル換算インデックスの推移
( 2023年9月27日 ～ 2024年9月25日 、週次データ )

*米投信(ETFを含むがMMFを含まない)… モーニングスターの「US Open-end & ETF ex MM ex FoF」。

米ドル換算イ ンデックス…S&P500

 純設定(単位: 億㌦) 米ドル換算インデックス
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(出所: Morningstar Direct及びブルームバーグより三菱UFJアセットマネジメント商品マーケティング企画部が作成)

米投信全体の2024年9月
9月25日までの1週間に
+175億㌦/約2.5兆円と6
週連続の純流入(米投信
…ETFを含むがMMFを含
まない～イボットソン調
べ)。

この内、米投信(除く
ETF)/ミューチュアルファ
ンドは-41億㌦/約5855億
円と14週連続の純流出。

一方、ETFは+216億㌦/
約3.1兆円と23週連続の
純流入。

2023年12月13日週に米投信(除くETF)/ミューチュ

アルファンドは-450億㌦/約6.4兆円とコロナ

ショックを受けた2020年3月25日週(-849億㌦/

約9.2兆円）以来の大きな純流出。

*米モーニングスタ－が発表する週次の純設定額(推計)は、算出時点で入手できる投信による推計であり、随時更新される（本レポートは作成時点の最新値を使用）。

S&P500は2024年9月24日に
5,732.93  と最高値を更新。

ETFは2024年7月17日週に

+532億㌦/約8.4兆円と週次

データのある2009年6月1日

以降で最大の純流入。
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日本株は最新9月25日週に-3.1億㌦/約445億円と4週連続純流出で全122分類中111位（←前週120位）。 

 

               

 

                                                     以 上 

 

 

　　米投信の分類別週間純流出入(純流入の大きい順)  2024-09-25現在

　　*ETFを含むがMMFを含まない。　週次推計の為、月次のものとは異なる。

順
位

分類名
(Morningstar Categories)

純流入
最新週

(百万㌦)

純流入
前週

(百万㌦)

純流入
4週計

(百万㌦)

純資産
(百万㌦)

備考
(和訳は三菱UFJアセットマネジメント商品マーケティング企画部)

1 Large Blend +10,034 +1,425 +13,432 4,517,893 米国大型ブレンド株(S&P500連動など)

2 Ultrashort Bond +4,600 +923 +4,350 330,837 米国超短期債

3 Intermediate Core Bond +2,132 +1,398 +10,112 731,452 米国中長期コア債

4 Foreign Large Blend +2,035 +643 +3,347 1,043,099 外国大型ブレンド株

5 Global Large-Stock Blend +1,696 -119 +1,484 282,220 グローバル大型ブレンド株

6 Trading--Inverse Equity +1,060 +79 +1,472 10,946 トレーディングインバース株式(ベア型)

7 Multisector Bond +741 +959 +3,823 150,186 マルチセクター債

8 Short-Term Bond +680 +452 +2,240 346,784 米国短期債

9 High Yield Bond +671 +1,726 +3,612 297,128 米国ハイイールド債

10 Derivative Income +663 +460 +1,863 97,769 デリバティブ・インカム

12 Technology +571 -440 -1,126 355,483 米国テクノロジー株

111 Japan Stock -313 -348 -1,940 35,673 日本株

113 Global Allocation -320 -298 -1,273 273,820 グローバル･アセットアロケーション

114 Mid-Cap Value -340 -49 -561 279,241 米国中型バリュー株

115 Real Estate -361 +474 +984 103,055 米国REIT

116 Trading--Leveraged Equity -363 +1,436 +681 101,477 トレーディングレバレッジ株式(ブル型)

117 Consumer Defensive -422 +87 +767 29,943 ディフェンシブ消費財株

118 Mid-Cap Growth -1,037 -168 -2,436 332,439 米国中型グロース株

119 Mid-Cap Blend -1,132 +1,722 +62 381,544 米国中型ブレンド株

120 Long Government -1,575 -150 +2,240 148,619 米国長期国債(6年超)

121 Small Blend -1,948 +1,995 +136 461,983 米国小型ブレンド株

122 Large Value -3,425 +3,174 +1,268 1,449,465 米国大型バリュー株

全122分類の合計 +17,504 +22,165 +45,971 20,501,979

指数名
 リターン※

最新週(％)

 リターン※

前週
(％)

 リターン※

4週
(％)

TOPIX (東証株価指数) +3.32 +1.37 -1.52 

S&P500 +1.86 +1.20 +2.44

MSCI ワールド +1.84 +1.47 +1.91

(出所: Morningstar Direct及びブルームバーグより三菱UFJアセットマネジメント商品マーケティング企画部が作成)
※現地通貨(MSCI ワールドは米ドル)ベース、配当込み指数。 　
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(出所: Morningstar Directより三菱UFJアセットマネジメント商品マーケティング企画部が作成)

【日本株ファンドの過去1年間の週次純設定推移(単位億㌦)】
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投信調査レポート 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項｣ 

および「本資料中で使用している指数について」を必ずご覧ください。 

 

 

 

 

三菱UFJアセットマネジメント【投信調査コラム】日本版ISAの道(及び投信調査

レポートの一部)のバックナンバー: 

「 https://www.am.mufg.jp/report/investigate/ 」。 

 

三菱UFJアセットマネジメント株式会社 商品マーケティング企画部 

松尾 健治( kenji-matsuo@am.mufg.jp )、 

窪田 真美( mami1-kubota@am.mufg.jp )。 
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本資料に関してご留意頂きたい事項 

■本資料はNISA(少額投資非課税制度)など内外の資産運用に関する情報提供のために、三菱UFJアセットマネジメントが作成した資料で

あり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。販売会社が投資勧誘に使用することを想定して作成したものではありません。投

資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断

ください。 

■本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 

■本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。 

■本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではあり

ません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。市況の変動等

により、方針通りの運用が行われない場合もあります。 

■本資料に示す意見等は、特に断りのない限り本資料作成日現在の筆者の見解です。 

■投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。 

■投資信託は値動きのある有価証券を投資対象としているため、当該資産の価格変動や為替相場の変動等により基準価額は変動しま

す。従って投資元本が保証されているわけではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 

■投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。 

 

本資料中で使用している指数について 

■TOPIX（東証株価指数）に関する知的財産権その他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。 

■MSCI ワールド インデックスに対する著作権およびその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属します。 

 


